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概要：高等学校に普通科教科「情報」が 2003 年（平成 15 年）から導入され今年で 10 年目を迎えた。2006 年

（平成 18 年）から教科「情報」を学習した学生が大学に入学している。長崎大学では、2006 年度入学生よ

り入学前までの情報科目の履修状況などを把握するためにアンケート調査を実施している。大学における情

報教育、情報環境を整備するためには、学生の「情報」について実態を把握する必要がある。本報告では 2012
年度入学生の調査結果と、2006 年度との比較を行う。 
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1 はじめに 
現代社会では情報通信技術の発展に伴い、情報に

関する知識や技術を身に付けることが必要となって

いる。長崎大学（本学）においても入学するとすぐ

に学生に対して、Web 画面から学術情報システムを

利用し、ユーザ ID、パスワードを使い、パソコンを

利用したシラバスの参照をさせ、履修登録を行って

いる。

初等中等教育の段階から情報教育の必要が言われ、

高等学学校では普通科教科「情報」が 2003 年（平成

15 年）から導入された。高等学校で「情報」を学習

した学生が 2006 年（平成 18 年）から大学に入学し

ている。大学においても情報教育は必要であり、学

部の専門教育、卒業後の情報通信技術社会への対応

ができる学生を育成する必要がある。

そこで、本学では、2006 年度入学生より入学前ま

での情報科目の履修状況などの実態を把握し、大学

での情報教育実施にあたって、授業にその結果を反

映させ、さらに情報教育の内容の検討や情報環境の

整備をするためにアンケート調査を実施している

[1-3]。他の大学においても教科「情報」を履修した

学生の状況を調査している[4]。 
本報告では、2006 年度から実施しているアンケー

ト調査を今年度も実施したので、調査結果、および

高等学校で情報教育を受けた学生が初めて大学に入

学した 2006 年度の調査結果との比較を行う。 

2 調査の概要 
2.1 調査の対象と方法 
本学では、2011 年度入学生までは必須科目「情報

処理入門」を、学部によって 1 年前期と 1 年後期に

分けて開講していたが、2012 年度入学生より全学部

の学生に対して 1 年前期に必修科目「情報基礎」を

開講することになった。    表 1 回収率 
調査は、本学入学生

1626 名に対して実施

し、回答者数は1559名
であり回収率は 96％
であった（表 1）。実施

は 2012 年 4 月 5 日か

ら 1 週間、第 1 回目の

「情報基礎」授業で

Web 上でのアンケー

トでWebClass(Learning Management System）を利用

し、記名方式で行った。  

2.2 調査の内容 
調査の内容は、アンケート実施前までの情報教育

の履修状況、コンピュータの動作に関する知識、パ

ソコンの所持、出身学科名等の多肢選択式の設問と

自由記述欄の 31 問である。 

学部 回収率
教育学部 99%
経済学部 93%
医学部医学科 99%
医学部保健学科 90%
歯学部 98%
薬学部 98%
工学部 96%
環境科学部 98%
水産学部 96%
全体 96%
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3 2012 年度調査結果と考察 
3.1 中学校と高等学校での情報科目の履修状況 
中学校で情報科目を習ったと回答した学生が

81.8％、高等学校では 90.7％であった。高等学校の

方が若干多い。 
表 2 中学校、高等学校での情報科目の履修 

 
 
 
 
 
 
高等学校での履修科目名についての設問では、「情

報 A」は 59.6％、「情報 B」が 9.4％、「情報 C」が

7.8％、「その他科目」が 11.5％、複数科目を履修して

いる学生は 1.0％、未回答 10.7％であった。「情報A」

は他の科目に比べ実習に関わる割合が授業の 2 分の

１以上とされている科目である。 
高等学校で何年生の時に情報科目を学習したかの

設問では、1年生が一番多く、65.0％、2年生が6.0％、

3 年生が 1.8％であり、複数年次で学習した学生は

18.0％であった（未回答 9.2％）。高等学校で情報科

目を学習後、数年経った後、大学に入学するため、

多くの学生は情報に関する知識など忘れている可能

性がある。 
3.2 アプリケーションソフトの履修状況 
 Word、Excel、PowerPoint、電子メール、Web ブラ

ウザの使用経験を表 3 に示す。 
表 3 アプリケーションソフトの使用経験 

 使用率が高いのは Word、Excel で電子メールの使

用率が一番低かった。大学入学までにアプリケーシ

ョンソフト、電子メール、Web 検索などを使用して

いない学生もいる。 
 Word をどの程度利用できるかの設問に対しては、

回答は 6 段階に細分化して集計したが、大きく分け

ると「文書を作成することができる」と回答した学

生は 51.1％、「図や表が入った文書を作成することが

できる」が 27.9％、「複雑なレイアウトの作成例（図、

表入り）が与えられた場合、それと同じ文書を作成

することができる」が 6.3％であった（未回答 14.8％）。 

 Excel も同様に回答を 10 段階に分けて集計したが、

大きく分けると、「シート内のセルに文字や数値を入

力できる」は、42.7％、「簡単な関数を使って、デー

タの集計を行うことができる」が 28.2％、「グラフを

作成することができる」が 7.2％、「関数を用いた数

式の作成や条件分岐など、複雑な処理を行うことが

できる」が 2.2％であった（未回答 19.7％）。Excel で
は、半数程度が関数などを使用した経験がないよう

である。 

 PowerPoint については、「文字のみで構成される

スライドを作成することができる」は 24.4％、「写

真、動画イラスト入りのスライドの作成、あるいは

アニメーションを使うことができる」等は 46.4％で

あった（未回答 29.1％）。 

 電子メールに関しては、「アドレスにメールを送る

ことができる」レベルは 22.7％、複数の相手にメー

ルを送ることができる」が 1.7％、「添付ファイルが

使用で、複数の相手に送ることができる」レベルが

36.0％であった（未回答 39.6％）。 
 Web ブラウザの使用については、「URL の利用」

が 2.4％、「検索エンジンを利用できる」が 25.7％、

「URE 検索エンジンが利用できる」が 52.1％、「Web
ページを作成できる」が 11.8％であった（未回答

8.1％）。 
3.3 その他の設問について 
 「コンピュータウィルスの危険性」、および「コン

ピュータウィルスから自分のパソコンを守る手段」

についての回答結果を表 4 に示す。危険性、守る手

段ともに程度の差はあるが十分知っている学生は少

ない傾向にある。2012 年度入学生に対する情報セキ

ュリティ調査の詳細は上繁ら文献[5]で報告する。 
表 4 コンピュータウィルスに関する理解 

 コンピュータの処理に関する理解（表 5）、コンピ

ュータや情報処理に関する「知識」および「技術」

を学んだところ（表 6）、プログラミング言語につい

て（表 7）、履修科目とプログミング言語について（表

8）の設問について表 5 から表 8 に示す。コンピュー

タの処理に関しては、多くのの学生が高等学校まで

で学習していないか、学んだことを忘れていると考

えられる。表 6 の「知識」や「技術」を学んだとこ 

アプリケーションソフト等 ある ない 未回答

Microsoft Word 86.9% 12.4% 0.6%

Microsoft Exce 83.6% 15.8% 0.6%

Microsoft PowerPoint 72.5% 26.7% 0.8%

電子メール 60.9% 38.4% 0.8%

Webブラウザ 91.6% 7.6% 0.8%

中学校 高等学校

習った 81.8% 90.7%

習わなかった 8.5% 4.4%

覚えていない 9.7% 4.9%

未回答 0.1% 0.1%

計 100.0% 100.0%

危険性 守る手段

十分知っている 10.1% 4.6%

少し知っている 58.8% 50.4%

ほとんど知らない 30.3% 44.4%

未回答 0.8% 0.7%

計 100.0% 100.0%



 

表 5 コンピュータの処理に関する理解 

 
表 6 「知識」および「技術」を学んだところ 

 
表 7 プログラミング言語について 

 
表 8 履修科目とプログラミング言語について 

ろから「知識」に関しては、小学校、中学校、高等

学校で 92.5％の学生が学習している。また「技術」

についても 91.8％が学校で学習している。 
プログラミング言語の学習については、プログラ

ミングを学校で学習している可能性が最も高いのは、

表 8 より科目「情報A」「情報 B」「情報C」「その他」

の中では、「情報B」であった（約 44％）。 
 キー入力について（表 9）では、ほぼ全員がキー

ボード入力ができると回答している。 
パソコン所持（表 10）の設問については、約 79.3％

の学生が自分専用を持っており、家族まで含めると

97％がで学外でパソコンの利用ができる環境である。 
表 9 キー入力について 

表 10 パソコンの所持について 

3.4 設問間の関係 
Word、Excel、PowerPoint 等の使用経験と履修科目

の関係を調べた。履修科目と Word の関係を表 11 に

示す。各アプリケーションは、履修科目との関係は

ほとんど見られなかった。 
表 11 履修科目と Word の使用 

回答率

プログラムを作成することができる 0.8%

自信はないが、作成したことがある 7.6%

習ったことはあるが、できない 23.5%

習ったことがない 67.6%

未回答 0.6%

計 100.0%

回答率

キーボードを見ないでキーを入力できる 13.4%

キーボードを見ながらキーを入力できる 69.9%

キー入力は自信がない 16.3%

未回答 0.4%

計 100.0%

回答率

自分専用のパソコンを持っている 56.1%

	家族が持っている 17.7%

自分専用のパソコンを持っている
家族が持っている

23.2%

持っていない 2.2%

未回答 0.4%

計 100.0%

履修科目名/
Word使用

あり なし 未回答 計

情報A 88% 11% 1% 100%

情報B 86% 14% 0% 100%

情報C 85% 15% 0% 100%

その他 92% 8% 0% 100%

情報A	・情報B 88% 13% 0% 100%

情報A	・その他 100% 0% 0% 100%

情報B・その他 100% 0% 0% 100%

情報A	・情報
B・情報C

100% 0% 0% 100%

情報A	・情報
B・情報C・そ
の他

100% 0% 0% 100%

未回答 77% 21% 2% 100%

計 87% 12% 1% 100%

学習したところ 知識 技術

小学校の授業 0.4% 0.3%

中学校の授業 3.8% 4.8%

高校の授業 15.8% 18.2%

小・中の授業 1.2% 1.7%

小・高の授業 0.4% 0.4%

中・高の授業 44.1% 43.4%

小・中・高校の授業 26.8% 23.0%

その他　を選択した人（小・
中・高を選んでいない）

4.5% 4.6%

コンピュータや情報処理に関
する知識はほとんど持ってい
ない

2.6% 2.6%

未回答 0.4% 1.0%

計 100.0% 100.0%

プログラムの
動作・処理

音声や画像
処理

十分知っている 0.4% 0.6%

少し知っている 10.2% 13.1%

ほとんど知らない 88.3% 85.6%

未回答 1.0% 0.6%

総計 100.0% 100.0%

履修科目/プロ
グラム言語

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る

自
信
は
な
い

が
、

作
成
し
た

こ
と
が
あ
る

習
っ

た
こ
と
は

あ
る
が
、

で
き

な
い

習
っ

た
こ
と
が

な
い

未
回
答

計

情報A 1% 6% 24% 69% 1% 100%

情報B 1% 12% 31% 56% 0% 100%

情報C 1% 6% 17% 76% 0% 100%

その他 2% 13% 23% 62% 0% 100%

情報A	・情報B 0% 13% 38% 50% 0% 100%

情報A	・情報B・
情報C

0% 100% 0% 0% 0% 100%

情報A	・情報B・
情報C・その他

50% 0% 50% 0% 0% 100%

情報A	・その他 0% 50% 0% 50% 0% 100%

情報B・その他 0% 0% 0% 100% 0% 100%

未回答 0% 8% 18% 72% 2% 100%

計 1% 8% 23% 68% 1% 100%



4 2006年度入学生と2012年度入学生の比較と分析 
高等学校で教科「情報」を学習した学生が初めて

入学した 2006 年度の情報教育に関するアンケート

と今回 2012 年度入学の調査結果を比較する。2006
年度のアンケート調査内容[2]と今回の内容は若干

異なる内容もある。また、2006 年度から 2011 年度

入学生は、「情報処理入門」科目を前期開講クラスと

後期開講クラスがあるため、まとめて分析しても影

響ない項目についてはまとめ、後期開講クラスを含

むと影響がある項目については前期クラスのみを対

象として比較する。2006 年度は回答者は 1666 名で

ある。 
4.1 高等学校での情報科目の履修 
 教科「情報」が実施された初年度においては、76％
と低い履修となっている。高等学校での履修につい

ては、未履修問題など様々な問題があり[6]、必修科

目であるが、高等学校で教えられていないところも

あった。 
表 12 高等学校での情報科目履修 

 
 
 
 
 
 

 2006 年度は、科目「情報 A」履修者は 48％、「情

報 B」は 3％、「情報C」は 7％、「分からない」と回

答した学生は 42％であった。履修学年は 1 年生が一

番多く、2012 年度と同様である。アプリケーション

ソフトについては表 13 に示す。 
表 13 アプリケーションソフトの比較 

4.2 コンピュータの処理について 
 コンピュータの処理に関するアンケートでは、プ

ログラムの動作・処理（表 14）、音声や画像処理(表
15)のどちらも 2006 年度と 2012 年度は同じ傾向で

ある。学校で教育を受けていないのか、あるいは多

くの高等学校が教科「情報」を 1 年次で開講してい

るため学生が内容を忘れているのかは不明である。 

表 14 プログラムの動作・処理の比較 

表 15 音声や画像処理の比較 

 
5 おわりに 
 教科「情報」を履修した学生は 2006 年度より今年

の方が 15％増えていた。また、アプリケーションソ

フトに関しても「使える」と回答した学生は増えて

いる。しかし、Word、Excel の学習の詳細レベルにお

いては変わりがなかった。同様にコンピュータの処

理等についても、2006 年度と 2012 年度ではほとん

ど変わっていない。これは、高等学校で教育されて

いないのか、あるいは、高等学校 1 年次に教育を受

けているものが多いため忘れているのかは不明であ

るが、大学での教育が必要であると考えられる。 
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2006年度
(1666名）

2012年度
(1559名）

習った 76% 91%

習わなかった 23% 4%

覚えていない 5%

未回答 0%

アプリケーション
ソフト等

2006年度 2012年度

Microsoft Word 80% 87%

Microsoft Exce 70% 84%

Microsoft PowerPoint 57% 73%

電子メール 58% 61%

Webブラウザ 76% 92%

音声や画像処理 2006年度 2012年度

十分知っている 1% 1%

少し知っている 13% 13%

ほとんど知らない 86% 86%

未回答 0.6%

プログラムの動作・
処理

2006年度 2012年度

十分知っている 1% 0%

少し知っている 9% 10%

ほとんど知らない 90% 88%

未回答 1%
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